
総社市消防訓令第１号 

 

                                                                  消 防 本 部  

                                                                  消  防  署 

 

総社市消防救急業務規程（平成１７年総社市消防訓令第１８号）の一部を次のように改正する。 

 

平成２７年３月２０日 

 

                                     総社市消防長 佐 田  明 

 

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（以下「改正部分」という。）に対応する次の表の改正後の欄中下線が引かれた部分（以下「改正後部分」とい

う。）が存在する場合には，当該改正部分を当該改正後部分に改め，改正部分に対応する改正後部分が存在しない場合には，当該改正部分を削り，改正後部

分に対応する改正部分が存在しない場合には，当該改正後部分を加える。 

次の表の改正前の欄の表中太線で囲まれた部分（以下「改正表」という。）に対応する次の表の改正後の欄の表中太線で囲まれた部分（以下「改正後表」

という。）が存在する場合には，当該改正表を当該改正後表に改め，改正後表に対応する改正表が存在しない場合には，当該改正後表を加える。 

 

改 正 後 改 正 前 

 

（定義） 

第２条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定

めるところによる。 

(１) 救急業務 消防法（昭和２３年法律第１８６号。以下「法」という。）

第２条第９項に定める救急業務並びにこれに関連する医師及び医療用

資器材の搬送業務をいう。 

(２) 救急事故 法第２条第９項及び消防法施行令（昭和３６年政令第３７

号。以下「政令」という。）第４２条に定める救急業務の対象となる事

故及び疾病をいう。 

(３) 略 

 

（救急自動車に備える資器材） 

第１０条 救急自動車には，応急処置及び通信等に必要な資器材で別表第１

に掲げるものを備えるものとする。 

 

 

 

（定義） 

第２条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定

めるところによる。 

(１) 救急業務 法第２条第９項に定める救急業務並びにこれに関連する

医師及び医療用資器材の搬送業務をいう。 

 

(２) 救急事故 法第２条第９項及び消防法施行令（昭和３６年政令第３７

号。以下「政令」という。）第４２条に定める救急業務の対象となる事

故をいう。 

(３) 略 

 

（救急自動車に備える資器材） 

第１０条 救急自動車には，次の各号に掲げる資器材を備えるものとする。 

 

(１) 応急処置等に必要な資器材で別表第１に掲げるもの。 

(２) 通信，救出等に必要な資器材で別表第２に掲げるもの。 



改 正 後 改 正 前 

２ 消防長は，救急自動車には，前項で定めるもののほか，別表第２に掲げ

る資器材を備えるよう努めるものとする。 

 

別表第１（第１０条関係） 

分  類 品 名 

観察用資器材 血圧計・血中酸素飽和度測定器・検眼ライ

ト・心電計・体温計・聴診器 

呼吸・循環管理用資器

材 

気道確保用資器材・吸引器一式・喉頭鏡・酸

素吸入器一式・自動式人工呼吸器一式・自動

体外式除細動器・手動式人工呼吸器一式・マ

ギール鉗子 

創傷等保護用資器材 

 

固定用資器材・創傷保護用資器材 

保温・搬送用資器材 雨おおい・スクープストレッチャー・担架・

バックボード・保温用毛布 

感染防止・消毒用資器

材 

感染防止用資器材・消毒用資器材 

通信用資器材 無線装置 

その他の資器材 懐中電灯・救急バッグ・トリアージタッグ・

膿盆・はさみ・ピンセット・分娩用資器材・

冷却用資器材 

備考  

 

 

 

１ 気道確保用資器材は，経鼻エアウェイ及び経口エアウェイを含む気

道確保に必要な資器材をいう。 

  ２ 吸引器一式は，吸引用カテーテルを含む口腔内等の吸引に必要な資

器材をいう。 

３ 酸素吸入器一式は，酸素ボンベ，酸素吸入用鼻カニューレ及び酸素

吸入用マスクを含む酸素吸入に必要な資器材をいう。 

４ 自動式人工呼吸器一式は，換気回数及び換気量が設定できるものと

し，手動式人工呼吸器及び酸素吸入器に含まれる資器材と重複するも

２ 消防長は，救急自動車には，前項で定めるもののほか，別表第３に掲げ

る資器材を備えるよう努めるものとする。 

 

別表第１(第１０条関係) 

分 類 品 名 

観察用資器材 

 

体温計・検眼ライト 

呼吸・循環管理用資

器材 

自動式人工呼吸器一式・手動式人工呼吸器一

式・心肺蘇生用背板・吸引器一式・酸素吸入器

一式 

 

創傷等保護用資器材 副子・三角巾・包帯・ガーゼ・絆創膏･止血帯･

タオル 

保温・搬送用資器材 担架・枕・敷物・保温用毛布・雨覆い 

 

消毒用資器材 噴霧消毒器・その他の消毒器・各種消毒薬 

 

 

その他の資器材 氷のう・水枕・臍帯クリップ・鋏(1 組)・ピン

セット(1組)・手袋・マスク・膿盆・汚物入・

手洗器・洗眼器 

備考 自動式人工呼吸器一式には，自動式人工呼吸器，開口器，舌鉗子，

舌圧子，エアウェイ，バイトブロック，酸素吸入用鼻孔カテーテル及

び酸素ボンベを含むものとし，手動式人工呼吸器一式及び酸素吸入器

一式に含まれる資器材と重複するものは共用できるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 



改 正 後 改 正 前 

のは共用できるものとする。 

５ 自動体外式除細動器は，救急救命士が使用するものについては，心

電図波形の確認及び解析時期の選択が可能なものとする。 

６ 手動式人工呼吸器一式は，人工呼吸用のフェイスマスクを含む手動

による人工呼吸に必要な資器材をいう。 

７ 固定用資器材は，副子及び頚椎固定補助器具を含む全身又は負傷部

位の固定に必要な資器材をいう。 

８ 創傷保護用資器材は，三角巾，包帯及びガーゼを含む創傷被覆に必

要な資器材をいう。 

９ 感染防止用資器材は，ディスポーザブル手袋，ディスポーザブルマ

スク，ゴーグル，Ｎ‐９５マスク及び感染防止衣を含む感染防止に必

要な資器材をいう。 

  10 消毒用資器材は，各種消毒薬及び各種消毒器を含む消毒に必要な資

器材をいう。 

11 分娩用資器材は，臍帯クリップを含む分娩に必要な資器材をいう。 

 

別表第２（第１０条関係） 

分 類 品 名 

観察用資器材 血糖値測定器 

呼吸・循環管理用資

器材 

呼気二酸化炭素測定器具・自動式心マッサージ

器・ショックパンツ・心肺蘇生用背板・特定行

為用資器材・ビデオ硬性挿管用喉頭鏡 

通信用資器材 携帯電話・情報通信端末・心電図伝送等送受信

機器 

救出用資器材 救命綱・救命浮環・万能斧 

その他の資器材 汚物入・在宅療法継続用資器材・洗眼器・リン

グカッター 

その他必要と認められる資器材 

備考 

 １ 特定行為用資器材は，救急救命士法施行規則（平成３年８月１４日

厚生省令第４４号）第21条に定める救急救命処置に必要な資器材とす

る。 

 ２ ビデオ硬性挿管用喉頭鏡は，チューブ誘導機能を有するものとす

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第２（第１０条関係） 

分 類 品 名 

 

 

 

 

通信用資器材 

 

 

 

 

 

無線機 

救出用資器材 救命浮環・救命綱・万能斧 

その他の資器材 

 

 

保安帽・救急かばん・警笛・懐中電灯 

 

 

 

 

 



改 正 後 改 正 前 

る。 

 ３ 在宅療法継続用資器材は，医療機関に搬送するまでの間において，

在宅療法を継続するために必要な資器材とする。 

４ 情報通信端末は，傷病者情報の共有や緊急度判定の支援等，救急業

務の円滑化に資するための機能を有する資器材とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第３（第１０条関係） 

分類 品名 

観察用資器材 血圧計・聴診器・血中酸素飽和度測定器・心

電計 

呼吸・循環管理用資

器材 

経鼻エアウェイ・喉頭鏡・マギール鉗子・シ

ョックパンツ・自動式心マッサージ器・自動

体外式除細動器・輸液・薬剤セット一式･ラリ

ンゲアルマスク･食道閉鎖式エアウェイ等 

通信用資器材 携帯電話 

その他の資器材 在宅療法継続用資器材 

  

 

   附 則 

 この訓令は，公布の日から施行する。 

 


